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２２ 

春
季
・
新
歓
期 

合
同
地
区
別
単
組
代
表
者
会
議

（
北
海
道
・
近
畿
、
中
部
・
中
四
国
）
３
月
２
日

３３ 

論
壇
「
住
み
続
け
る
権
利
、
基
本
的
人
権
に
基
づ

い
た
復
興
施
策
を
―
能
登
半
島
地
震
に
寄
せ
て
―
」

神
戸
大
学
大
学
院
人
間
発
達
環
境
学
研
究
科
准
教
授

　

                              

井
口
克
郎

３３ 

職
場
の
Ｑ
＆
Ａ
64
「
労
働
組
合
と
過
半
数
代
表
者

 

っ
て
な
に
が
違
う
の
？
」

４４ 

単
組
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

・
宮
城
教
育
大
学 

「
学
長
選
考
に
係
わ
る

             

意
向
投
票
結
果
の
不
開
示
問
題
」

・
横
浜
市
立
大
学
「
賃
金
を
め
ぐ
る
団
体
交
渉
・

                     

大
学
自
治
問
題
な
ど
」

・
九
州
工
業
大
学
「
現
場
労
働
者
の
声
を
聞
く
」

　

３
月
６
日
、
日
本
医
労
連
・

自
治
労
連
・
全
大
教
（
医
療
３

単
産
）
に
よ
る
、
安
全
安
心
の

医
療
・
介
護
実
現
に
む
け
た
医

師
・
看
護
師
・
介
護
職
員
の
人

員
増
と
処
遇
改
善
を
求
め
る

国
会
議
員
要
請
を
行
い
ま
し

た
。全
国
か
ら
医
療
従
事
者
を

は
じ
め
と
す
る
約
２
７
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

要
請
に
先
立
つ
全
体
集
会

で
は
、医
療
３
単
産
の
代
表
者

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
現
場

の
状
況
や
改
善
す
べ
き
課
題

な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
全

大
教
か
ら
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
命

の
危
険
に
晒
さ
れ
な
が
ら
国

民
の
命
と
健
康
を
守
る
た
め

に
奮
闘
し
て
き
た
医
療
従
事

者
へ
の
感
謝
を
述
べ
た
上
で
、

大
学
病
院
の
現
状
に
つ
い
て

報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

基
調
報
告
（
日
本
医
労
連
・

森
田
書
記
長
）
で
は
、
２
０
２

２
年
に
医
療
三
単
産
が
合
同

で
実
施
し
た
看
護
労
働
実
態

調
査
の
結
果
で
は
、①
人
員
の

増
、
②
業
務
量
の
削
減
、
③
年

次
有
給
休
暇
の
取
得
促
進
を

求
め
る
回
答
が
多
い
こ
と
／

国
別
病
床
比
較
デ
ー
タ
に
よ

る
と
、
１
床
あ
た
り
の
看
護
師

数
が
ア
メ
リ
カ
で
は
４
．
１
人

で
日
本
で
は
０
．
９
人
と
な
っ

て
お
り
、日
本
で
は
人
員
不
足

と
看
護
師
1
人
当
た
り
の
病

床
数
が
多
く
過
重
労
働
で
あ

る
こ
と
／
２
０
２
２
年
度
に
新

設
さ
れ
た
看
護
職
員
等
処
遇

改
善
評
価
料
で
は
月
額
平
均

３
％
（
１
２
０
０
０
円
相
当
）

と
な
っ
て
い
る
が
、
施
設
に
よ

っ
て
は
こ
の
水
準
に
満
た
な
い

改
善
し
か
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

／
看
護
協
会
ニ
ュ
ー
ス「
職
業

別
民
間
給
与
実
態
調
査
の
結

果
」
で
は
、
看
護
師
の
賃
金
は

30
代
以
降
は
全
産
業
の
平
均

よ
り
７
万
円
低
い
こ
と
／
２
０

２
４
年
度
診
療
報
酬
改
定
で

は
賃
上
げ
に
む
け
た
評
価
料

が
新
設
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

本
来
は
患
者
・
利
用
者
負
担
の

増
が
生
じ
な
い
交
付
金
や
補

助
金
で
対
応
す
べ
き
で
あ
る

点
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、全
体
集
会
で
は
各
政

党
の
国
会
議
員
か
ら
も
激
励

と
賛
同
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
、

力
を
合
わ
せ
て
国
に
働
き
か
け

る
必
要
性
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

全
体
集
会
後
、参
加
者
で
国

会
議
員
を
一
人
ひ
と
り
訪
問

し
、
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介

護
の
実
現
に
む
け
て
、
国
民
の

命
と
健
康
を
守
る
た
め
に
患

者
の
一
番
そ
ば
で
使
命
感
を

も
っ
て
日
々
懸
命
に
働
い
て

い
る
医
師
・
看
護
師
・
介
護
職

員
等
の
大
幅
人
員
増
と
処
遇

改
善
の
必
要
性
を
訴
え
ま
し

た
。

（
病
院
幹
事
会
幹
事

                   

山
城 

美
奈
子
）


